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令和４年３月４日 
各 位 

会 社 名  三 井 住 友 建 設 株 式 会 社 
代表者名  代表取締役社長 近藤 重敏 

（コード番号 1821 東証第一部） 
問合せ先  企画部長    由井  孝 

（TEL 03－4582－3000） 
 
 

三井住友建設グループ 「中期経営計画 2022-2024」の策定について 
 
当社は、本日開催された取締役会において、2022 年度を初年度とする「中期経営計画

2022-2024」を決議いたしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 
 
 
 
 

記 
 
 
 
１．策定の趣旨・背景 

 当社グループは、2019 年に策定した長期ビジョン「2030年の将来像」の実現に向け
て、「新しい価値で『ひと』と『まち』をささえてつなぐグローバル建設企業」を目指
しております。「2030 年の将来像」へのファーストステージとなる「中期経営計画
2019-2021」では、「変革の加速」をテーマに各施策を推進してまいりましたが、新型
コロナウイルス感染症の拡大によって、当社グループを取り巻く環境は大きく変化し
ました。 
 また、計画最終年度の 2022 年 3月期には大型建築プロジェクトの採算悪化により大
幅な損失を計上いたしましたが、受注審査の厳格化、作業所支援体制の強化、フロン
トローディング体制の構築による工事リスクの早期把握と施工計画への反映等、速や
かに具体的な対策を講じ、再発防止に努めております。 
 「中期経営計画 2022-2024」では、「2030 年の将来像」に向けたセカンドステージと
位置付け、テーマを「新たな成長へ～サステナブル社会の実現に向けて～」と設定い
たしました。社会が大きく変化する中、その要請に技術とサービスで応え続けること
で、持続可能な社会の実現、そして当社グループの持続的な成長を目指してまいりま
す。 

 
 

２．基本方針 

 「2030 年の将来像」の実現に向けて「新たな成長へ」をテーマに、以下の基本方針
のもと施策を実行してまいります。 
 
テーマ 「新たな成長へ ～サステナブル社会の実現に向けて～」 
 サステナビリティに対する世界的な意識の高まりなど、社会の潮流を的確に捉え
行動することで、新たな成長とともにサステナブル社会の実現へとつなげる。 

 
基本方針 
（１）収益力の向上 

 デジタル技術の積極活用などにより競争力を強化するとともに、現場力の
強化によって工事リスクの最小化を図り、安定的な工事収益を確保する。 

（２）成長分野への挑戦 
 サステナブル社会の実現に向けて技術とサービスで応え続けることによる
成長、海外拠点の自立とネットワーク強化により地域とともに実現する成長、
建設生産プロセスにおける価値提供の追求によって実現する成長を目指す。 
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（３）人材（＝人財）基盤の強化 
 ダイバーシティ＆インクルージョンの実現とエンゲージメントの向上によ
り、社員の幸福度の向上を企業の成長につなげる。 
 

 
３．経営数値目標（2024 年度目標） 

・業績目標 

連結売上高       5,000 億円 

連結営業利益        200 億円 

 
・財務目標 

ＲＯＥ         10％以上 

総還元性向         50％程度 

 
・非財務目標 

安全 
    死亡・重大災害「ゼロ」 
度数率：0.6以下（施工部門）、0.5以下（全社） 

品質      品質不具合ゼロ 

カーボン 
ニュートラル 

ＣＤＰ評価        Ａ 

Scope１+２       △20％   （基準：2020 年） 

Scope３       △10％   （基準：2020 年） 

人権 
人権ＤＤ  人権ＤＤの定着（人権リスクへの対応） 

救済メカニズム構築     2023 年度から運用 

生産性 
 社員総労働時間あたりの完成工事高 
       ５％向上 

エンゲージメント        4.0 以上（５点満点の平均）※ 

※「組織診断サーベイ」におけるワークエンゲージメントに関する指標 
 

 
【参考：2030 年イメージ（業績・財務目標）】 

連結売上高       6,500 億円 

連結営業利益        350 億円 

ＲＯＥ         12％以上 

 
Ｍ＆Ａや、新たな事業の創出による事業領域の拡大も視野に、成長のための投資を

継続的に実行し、海外事業の飛躍的な成長と、国内事業の堅実な成長によって、将来
像の実現を目指してまいります。 

 
 
 
なお、本計画の詳細につきましては、別紙資料をご参照ください。 
 

 
 

以 上 
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【注意事項】
本資料に掲載しております計画、予測または見通しなど将来に関する事項は、本資料の発表日現在における当社グループの戦略、目標、前提または
仮定に基づいており、実際の業績は、様々な要素により記載の計画、予測または見通しなどと異なる結果となる可能性があります。


